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長崎県壱岐周辺海域の海砂と壱岐海岸砂の起源について
Origin of coastal sand and dredged marine sediment around Iki Island, Nagasaki Prefec-
ture
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長崎県壱岐郡壱岐は九州と対馬の間にあり、玄界灘の西方に位置する面積約 134km2の島である。この周辺海域では活
発に海砂採取がおこなわれ、海底地形の変化や底質の礫化、懸濁粒子の拡散などが水産資源に与える影響、および海岸
浸食など周辺環境に与える影響が懸念されている。
今回は、それらの懸念事項のうち海砂採取と海岸浸食の影響について検討する。海砂として採取された海底堆積物と

壱岐海岸の各地で採取した砂質堆積物について、粒度組成および砂粒組成を検討した。粒度分析の結果、海砂と海岸砂
は中央粒径および淘汰度の違いによって明確に分かれることが明らかになった。また、0?1φ粒子の砂粒組成において、
海砂は岩石・鉱物粒子が多く、酸化鉄の被膜に覆われた鉄汚染石英粒子が多くみられる特徴があるのに対して、海岸砂
は生物片が多くみられ鉄汚染石英粒子がほとんど見られないという特徴があることがわかった。鉄汚染石英粒子は低海
水準時の残存堆積物の指標の一つとされており、これを多く含む堆積物は現在の水理環境で海域に運び込まれたもので
はなく、過去の堆積物であると考えられる。
一方、海岸砂は洪水時などに海域に運び込まれたり、波浪の作用によって海岸の岩石が浸食を受けて形成された粒子

や、浅海の生物片を多く含んだ堆積物が波の作用などによって海岸部にもたらされた粒子からなると考えられる。
これらのことから、海砂として採取されている堆積物は海岸砂とは明瞭に区別され、特殊な例をのぞき、海岸浸食と

は関係がないことが明らかとなった。
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